



























吃音者が主人公とは思えぬほど（というのも吃音者の苦悩 焦燥、 汗涙など内的語りがモノローグの形式で素早く詳細に語られるゆえだが） テンポ良く運び、 動きも細やか 機敏で、 映像も使ったダイナミックな仕掛けは目にも鮮やかだった。
　舞台は高度経済成長真っただ中 一九六四年は東京・渋谷。名曲



















海道もそういうところがある）だとか、吃音者のセルフ・ヘルプ・グループ（自助グループ） 「言友会」のメンバーが観に来て、役者が「お、お、お、お、お、お、お、お」と言っている時に、観客席から「がんばれー」 と声が飛んだなど、 旅公演ならではのエピソードを聞いた。
　この芝居の大テーマは人間に根源的なものとしてあってしまう差
別だ。つまり、この芝居に関しては見る前から、このテーマに関わっていた、関わらざるを得なかったということだろうか。







































　そんなこと言ったら、 「贋作・寺山修司 　身毒丸」 （作・寺山修司、






ヤマ祭２００６」と銘打たれた公演で 出 はザ・ユニットテラヤマ。風蝕異人街は「北方の暗黒タカラヅカ」との異名を持つ 女性がほとんどの劇団だが、今回は看板女優三木美智代が できないため新人ばかりをかき集めて、ユニットの形で上 したものらしい。これが、なかなかパワー あ 、見応え十分なものだった。
　物語は、少年しんとく（水戸康徳）の「母探し」に尽きると言っ
115 劇評










　ＡＮＤの「廻り花 　観音巡り」 （亀井健脚本、 舛井正博演出）は「Ａ










































院してきます。病室を出入りする患者、家族、友人、看護婦はそこで病気のこと、 学生時代の思い出、 家族のことなどを話し、 そして去っていきます。
　生きていく者と死んでいく者　昔感じた夏の匂い 今感じる夏の匂い…　人はいつかは必ず死んでしまいます。いつ死んでもおかしくあり
ません。誰かが死んでしまっても誰かが生きていま 。そして世界は変わらず持続し







































































yhs「THE KING OF ROCK AND ROLL」
118劇評
（札幌芝居は粗製濫造が多すぎると思う）という見本のような作品だ。最後に出演者名を書き記しておく。能登英輔、 今井香織、 吉竹歩、井上亮介、小林エレキ、菜摘あかね、小原アルト、福地美乃、イシハラノリアキ、 氏次啓。 このうち誰一人欠けても成立し得ないような、緊密なつくりの物語でもあった。お見事。
　斎藤歩作・演出・音楽のＴＰＳ「アンダンテ・カンタービレ～歩




の歴史があり、かつて五十人もいた団員が今はわずか 団長で吸収合併に反対の僧侶（永利靖） 、 町内に唯一銅像 建つ前町 の孫（木村洋次） 、気の良い教育委員会職員（高田則央） 、札幌 ら転勤してきたばかり 高校教員の合唱指導者（宮田圭子） 、派手な衣装でせわしない生命保険外交員（原子千穂子） 、帰郷したバツイチの女性（吉田直子） 、忙しい介護職員（山本菜穂 と高校を卒業したてのフリーター（金子剛 今回は川崎勇人） 姉弟。性別も世代、合併や合唱への思いも考えも違う八人が、心も揺れながら晩秋の町民文化祭へ向け練習を重ねるさまが、一場二十分程度の五場に季節を凝縮して描かれる。
　とはいえうまく歌うことにかけた熱血根性ものではない。 「でき

























　怒涛の十一月が終わっ 。怒涛の、と うのは札幌劇場祭 こと
である。
　札幌劇場祭とは札幌にある八つの劇場（演劇専用小劇場ブロック、























































　個人賞はもう一人、弦巻楽団の劇作・演出弦巻啓太に授与しよう。「幻じゃなく、 夢のようなだけ」 「死にたいヤツら」 「センチメンタル」という一連の作品はいずれも水準が高かった（もう一本、夏の高校野球決勝、駒苫対早実＝十五回までの時＝の裏で、札幌・サンピアザ劇場で行われた毎日新聞社主催の講演会での戦争に関する芝居もあった） 。来年はな いっそうの面白さを期待する
　道外賞は黒テントの「ど」だろう、これはやっぱり見た時の率直
な感想。







ンゴをかじったり、 そのリンゴを床に叩きつけたり、 喧嘩をしたりとその行動が狂気を帯びたも に変化していく。そして、舞台奥にイラクの現状（硝煙の上がる街並み、米軍兵士たち…）のビデオが投
121 劇評
影され、彼らの狂気はさらに深まっていくように見える。という物語が俳優の身体とセノグラフィ（シーン＋グラフからつくられた美術や建築、演劇など芸術分野で使われる特別な造語）という前衛的な手法で表現 る。 （なお芝居は、真っ暗な劇場内に、イラク製の懐中電灯を持った観客が分け入っていくという趣向で始められる） 。
　「バグダッドの夢」という題名からは「夢」や「希望」といったも




残って飲食つきで行われた。 「フセイン政権時代と今 で表現 るものが変わったか」との私の質問に対し、 「以前から今回のような芝居を上演しており、変わっていない」との回答がなされたの 印象的だった。


















　故郷釧路市で芝居を見てきた。二月十、 十一日、 アートスペース 「ジ







































しもの～昭和二十年七月十五日 　そ 日小樽に空襲があった」 （作・演出吉川勝彦） 。
　あらすじは、元教師 文江（石田美樹子）の周りから次々と男
戦争にかり出されていった。残る者は竹槍訓練や防空壕づくりに明け暮れていた。かつての教え子、京子（木内彩花）と夏子（高野晴香）がお土産に砂糖を持ってやってきた。甘く作っ 片栗粉 囲んで、明るい彼女たちと ばし楽しい時を過ごす山田家 人々であっ
123 劇評




かったので） には、現代の場面もあり、現代の脳天気な人々の批評的視点もあった だが、今回は時間の関係か何かで省 れ いた。
















































懐かしい響きの言葉だ。当時は出生地 釧路市で 市役所 前で行われた聖火リレーを見に行ったことを覚えている。 札幌五輪のイメージソング「虹と雪のバラード」 （作詞河邨文一郎 作曲村井邦彦 歌トワ・エ・モワ）も同様に耳に懐かしいもので、今ではカラオケでの愛唱歌でもある。
　私と同年齢の斎藤歩がこの歌をモチーフに創作すると聞いた時、
静かで落ち着いた「冬のバイエル」 （斎藤作・演出）のような佇まだろうと想像して 。これがなんと、スラップスティック調の七転八倒、笑いどころ満載の冒険譚だった だから、まったく 驚きである（観劇日三月二十一、 二十四日、シアターＺＯＯ） 。
　舞台はオリンピックから三十五年経った札幌。そこでは一般道民
が知ってか知らずか、深く静かな闘いが続けられていた。国に搾取され続けてきた北海道の独立共和国化を画策する芥川（高田則央） 、





















本演出鴻上尚史）を見ており、 ダブる内容に驚いてもいた。 「僕たち」は、学生運動さなかの六九年、機動隊のガス弾 受けて意識 明に
125 劇評
陥った高校生が三十年後の九九年、奇跡的に意識を取り戻し元の高校に復学する。彼は昔のままの過激な言動で学校側と対立する。そして闘いを知らない現代の生徒たちを巻き込んでいく…というもの。
　その目で数日後に見た 「虹雪」 は 「僕たち」 同様、 現代に生きる者を、
そして独自に北海道に生きる道民たちを、批評しつつも鼓舞していたのだ。鋭敏な舞台人が芝居に反映させる時代の息吹を感じたひと時であった。
　「虹雪」は、芥川からオートバイ用ヘルメットを譲られた新ひだか











ントット（岩田雄二 このあたりいよいよ複雑になってます） 、 べての母サヤ（佐藤素子） 、漁師（赤沼政文）らを巻き込んだ、血 恩讐の様相を呈していく。
　…という複雑な物語が、時間を追って登場人物が多くなるごとに





んといっても、芝居全体で、暗転も含めて繰り出される、 「スワチャントッド」に代表 リズムだ （作曲福井岳郎） 。これが八人による手近なもの（鍋 コップ、いす、机などなど）による演奏となると まさにジャズインプロビゼーション 即興演奏）の感じ。自由、自由、自由万歳だ。書き言葉 んてくそくらえ、 リズム、 リズム リズムだ。
　と、書いている私は矛盾しているのだが。そんなことくそくらえ。















　もう書くまでもない人気者五人（森崎、 安田顕、 佐藤重幸、 大泉洋、





















の日系人街タルタル 。そこでの八十年間を描い 群像劇である。まるでソーントン・ワイルダーの名作「わが町」を思わせる話の運び方だ（早川文庫から出ています ぜひご一読 ）
　ただ、今はすっかり寂れてしまっているというのがミソで 芝居






























れたり、乳の流れたあとだと言われたりしていた このぼんやりと白いものがほんとうは何かご承知ですか」とのせりふが、先生（林千賀子） ばかりか教室中の男女から発せられる。見方によっては少々小うるさ 場面だ 、これによって主人公ジョバンニ（斎藤由衣）の抱える孤独感がいっそう増すのである。
　物語は、唯一人の友カムパネルラ（川崎勇人）を心の拠り所とす


























福展子） 。しかし、奥坂は恋を憎ん いて、さて、果たしてこの恋の行方は、というストーリ 。
　軽快なテンポで、今回も見せた。私は、小さな小さな札幌・レッ
ドベリースタジオで 初演も見ているの が、やはり物語は大きさに応じて、打つ場所もところを得た方がよい見本であろう。







人のホームレスの男 「コバルトさん」と呼ばれるこの男（納谷真大）は、ダッチワイフに「アサコ」と名付け、人間の女として生活を共にしていた。そこにある日、一人の中年男（野村大）が転がり込み、コバルト アサコとの奇妙な三人暮らしが始まった。しかしあ 日を境に、男の身に奇妙な出来事が起こり始めるようになる。それをきっかけに、アサコ 存在に疑問を持ち始める男。兄を探す女（山村素絵） 、 行方不明の女を探す男（川井〝Ｊ〟竜輔）の出現などから、物語は意外な方向へと展開していく。 が体験した不思議な出来事の裏に隠された真実とは一体何なのか？ 　やがてそれは、一人の女（小島達子）の失踪事件へと繋がって行く…という内容。
　イナダも新境地に達したかなと思った芝居だ。　四月二十九日にコンカリーニョで見た「第２柿沼特攻隊」も、御











































お別れ会には二百人ほどが出席。太田さんがかつて主宰した「転形劇場」 （一九八八年に解散）の俳優大杉漣さん 音頭で献杯。続いて劇作家別役実さんや 「転形」 の品川徹さんらがお別れの言葉を述べた。
　太田さんとは二十年以上前の大学生時代、一度だけ言葉を交わし
131 劇評
たことがある。 「転形」 の当時の本拠地 「Ｔ２スタジオ」 （氷川台） で 「水の駅」を何回目かに見る前だった（たしか私は三回見ている） 。
　大学時代、郷里釧路のジャズ喫茶「ジスイズ」のマスター小林東












































ゼット」の優秀作品賞を受賞した、 劇団ＦＩＣＴＩＯＮ（東京）の「石のうら」 （作・演出山下澄人、九月二十八、 二十九日、シアターＺＯＯ）である。
　舞台は関西の決して裕福ではないある町。かつ 子どもに悪戯を
したことがあることがばれ、 「変態」 蔑まれて町工場 職工タケシバ（大西康雄）がクビになる。ボロい長屋 住むタケシバのお隣さんは老人（山下）と、老人が拾ってきたという中年女シゲコ（山田一雄）とその連れ子で少々頭の弱いミルトン（竹内裕介） 。老人の家では老人とシゲコ・ミルトンの喧嘩が絶えない。
　そんなある日、一帯が大地震に見舞われる。一九九五年一月十七
日早朝の阪神・淡路大震災である。





ト生活、タケシバは「変態」がばれないで被災者支援に励む。そこへタケシバをクビにした町工場の社長（山田一雄）がやって来るタケシバ、 社長の依頼に応じて復職するか…と、 ざっ こうした芝居。
　書いてみると、シリアスなようだが、こ が大違い。関西弁独特






老人はあろうことか社長を説得し、タケシバだけでなく ミルトン、それに自分もちゃっかりと町工場に就職 てしまう。そして 聖書を心の支えにしていたシゲコ 幽霊 の賛美歌のデュエッ 。老人は崩壊した長屋の跡地にできたマンションに住むことを夢み、そこを長屋のように汚くすることを思いつくのだ。
　まことに見事な怪作であり、快作だ。私など、一回目見て、これ
はと二回目 妻を強引 誘っ 見 ほどだった。
